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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成28年12月28日(2016.12.28)

【公開番号】特開2016-70922(P2016-70922A)
【公開日】平成28年5月9日(2016.5.9)
【年通号数】公開・登録公報2016-027
【出願番号】特願2015-173919(P2015-173919)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  27/416    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   27/46     ３３１　

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月9日(2016.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被測定ガス（Ｇ）が導入される被測定ガス室（１０１）と、
　酸素イオン伝導性を有する固体電解質（２Ｘ）、及び該固体電解質（２Ｘ）上に設けら
れた一対の電極（２１，２５又は２１Ａ，２１Ｂ）を有するポンプセル（４１）と、
　酸素イオン伝導性を有する固体電解質（２Ｙ）、及び該固体電解質（２Ｙ）上に設けら
れた一対の電極（２２，２５）を有するセンサセル（４２）と、
　上記ポンプセル（４１）に電圧を印加して、上記被測定ガス室（１０１）における被測
定ガス（Ｇ）中の酸素の濃度を調整するポンプセル制御部（６１）と、
　上記センサセル（４２）に電圧を印加して、上記ポンプセル（４１）によって酸素濃度
が調整された後の、上記被測定ガス室（１０１）における被測定ガス（Ｇ）中の特定ガス
の濃度を検出するためのセンサセル検出部（６２）と、を備え、
　上記ポンプセル制御部（６１）は、ガス濃度の検出を行う前のセンサ始動時において、
上記センサセル（４２）の上記一対の電極（２２，２５）のうち、上記被測定ガス室（１
０１）に配置されるセンサ電極（２２）に吸蔵された酸素を除去するために、上記センサ
セルの出力電流がプラス側からマイナス側に変化するよう、上記ポンプセル（４１）に除
去用電圧（Ｖ２）を印加して、上記被測定ガス室（１０１）内に存在する物質を分解して
還元ガスを発生させるよう構成されている、ガス濃度検出装置。
【請求項２】
　上記除去用電圧（Ｖ２）は、上記ガス濃度検出装置のガス濃度検出時に上記ポンプセル
（４１）に印加する通常電圧（Ｖ１）よりも高く設定されており、
　上記ポンプセル制御部（６１）は、上記除去用電圧（Ｖ２）を上記ポンプセル（４１）
に所定時間印加した後には、上記通常電圧（Ｖ１）を上記ポンプセル（４１）に印加する
よう構成されている、請求項１に記載のガス濃度検出装置。
【請求項３】
　上記還元ガスは、上記ポンプセル制御部（６１）によって上記被測定ガス（Ｇ）中に存
在する水が分解されたときに発生する水素である、請求項１又は２に記載のガス濃度検出
装置。
【請求項４】
　上記センサ電極（２２）は、白金及びロジウムを含有しており、
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　上記ポンプセル制御部（６１）は、上記還元ガスによって上記センサ電極（２２）にお
けるロジウムに吸蔵された酸素を除去するよう構成されている、請求項１～３のいずれか
一項に記載のガス濃度検出装置。
【請求項５】
　上記除去用電圧（Ｖ２）は、０．５～２Ｖの大きさである、請求項１～４のいずれか一
項に記載のガス濃度検出装置。
【請求項６】
　上記除去用電圧（Ｖ２）が上記ポンプセル（４１）に印加される上記所定時間は、５～
３０秒である、請求項２に記載のガス濃度検出装置。
【請求項７】
　上記固体電解質（２Ｘ，２Ｙ）に対して上記被測定ガス室（１０１）が対向する側とは
反対側には、基準ガス（Ａ）が導入される基準ガス室（１０２）が設けられており、
　上記ポンプセル（４１）における上記一対の電極（２１，２５）のうちの一つ（２５）
と、上記センサセル（４２）における上記一対の電極（２２，２５）のうちの一つ（２５
）とは、上記基準ガス室（１０２）に配置されている、請求項１～６のいずれか一項に記
載のガス濃度検出装置。
【請求項８】
　上記被測定ガス（Ｇ）は、内燃機関から排出される、水を含む排ガスであり、
　上記センサセル検出部（６２）によって検出する上記被測定ガス（Ｇ）中の特定ガスは
、窒素酸化物であり、
　上記除去用電圧（Ｖ２）は、上記被測定ガス（Ｇ）中に含まれる水から水素を発生させ
るための大きさに設定されている、請求項１に記載のガス濃度検出装置。
【請求項９】
　上記ポンプセル（４１）の上記固体電解質（２Ｘ）と上記センサセル（４２）の上記固
体電解質（２Ｙ）とは、同じ固体電解質体（２）の一部としてそれぞれ形成されている、
請求項１～８のいずれか一項に記載のガス濃度検出装置。
【請求項１０】
　上記ポンプセル（４１）における上記一対の電極（２１，２５）のうちの一つ（２１）
が配置される上記被測定ガス室（１０１）の部分の上記被測定ガス（Ｇ）が流れる方向に
直交する流路断面積と、上記センサセル（４２）における上記センサ電極（２２）が配置
される上記被測定ガス室（１０１）の部分の上記被測定ガス（Ｇ）が流れる方向に直交す
る流路断面積とは、同じである又は連続的に変化している、請求項１～９のいずれか一項
に記載のガス濃度検出装置。
【請求項１１】
　酸素イオン伝導性を有する固体電解質（２Ｚ）、及び該固体電解質（２Ｚ）上に設けら
れた一対の電極（２３，２５）を有するモニタセル（４３）と、
　該モニタセル（４３）に電圧を印加して、上記ポンプセル（４１）によって酸素濃度が
調整された後の、上記被測定ガス室（１０１）における被測定ガス（Ｇ）中の酸素の濃度
を検出するためのモニタセル検出部（６３）と、
　上記センサセル検出部（６２）の出力から上記モニタセル検出部（６３）の出力を減算
することにより、被測定ガス（Ｇ）中の特定ガスの濃度を算出する算出部（６６１）と、
を備える、請求項１～１０のいずれか一項に記載のガス濃度検出装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様は、被測定ガスが導入される被測定ガス室と、
　酸素イオン伝導性を有する固体電解質、及び該固体電解質上に設けられた一対の電極を
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有するポンプセルと、
　酸素イオン伝導性を有する固体電解質、及び該固体電解質上に設けられた一対の電極を
有するセンサセルと、
　上記ポンプセルに電圧を印加して、上記被測定ガス室における被測定ガス中の酸素の濃
度を調整するポンプセル制御部と、
　上記センサセルに電圧を印加して、上記ポンプセルによって酸素濃度が調整された後の
、上記被測定ガス室における被測定ガス中の特定ガスの濃度を検出するためのセンサセル
検出部と、を備え、
　上記ポンプセル制御部は、ガス濃度の検出を行う前のセンサ始動時において、上記セン
サセルの上記一対の電極のうち、上記被測定ガス室に配置されるセンサ電極に吸蔵された
酸素を除去するために、上記センサセルの出力電流がプラス側からマイナス側に変化する
よう、上記ポンプセルに除去用電圧を印加して、上記被測定ガス室内に存在する物質を分
解して還元ガスを発生させるよう構成されている、ガス濃度検出装置にある。
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